
タイトル：第 3回 オスマン文書セミナー 

日時：2010年 12月 22日（水）14:00-18:00／2010年 12月 23日（木・祝）10:30-18:00 

場所：AA研大会議室（303） 
 
今野 毅（北海学園大学及び札幌学院大学講師・非常勤） 

 

3 回目となる今回のオスマン文書セミナーは、12月 22、23 日、東京外国語大学アジア・アフ

リカ研究所で行われ、初日は 16名、2日目は 22名が参加した。 

 今回は重要な勅令の抄録簿であるミュヒンメ・デフテリ、勅令作成過程で作成された勅令草稿

やその写しなどの文書群について報告、講読そして討議がなされた。 

 ミュヒンメ・デフテリを明確に定義することは難しい。しかし 16-20世紀の記載内容と作成保

管状況の歴史的変遷を検討すると、特定の事項に特化せず、様々な事項を勅令のフォーマットで

記録し続けていったことがうかがえ、この点がミュヒンメ・デフテリの大きな特徴と言える。残

存するミュヒンメ・デフテリは、主に首相府オスマン文書館に保管されており、年代的に切れ目

なく残存しているわけではないが、今後新史料が見出される可能性も否定できない。ミュヒン

メ・デフテリの機能と作成状態については、18 世紀以降の膨大な勅令草稿を利用検討し、さら

に考察を深めることが望まれるが、ミュヒンメ・デフテリには、勅令正文テキストにはない、勅

令を持参する人物の名前、書記の名前やイニシャル、他の行政部局への通知などといった情報が

含まれており、オスマン帝国の最高決定を知るために不可欠の史料と位置づけられる。 

 勅令草稿およびその写しといった文書群は、これまで古文書学で取り上げられたことがなかっ

たが、検討の結果、残存するこれらの文書群は主に 18世紀以降に作成されたものであり、ミュ

ヒンメ・デフテリが現存していない勅令テキストに関わる事例も含まれていることが明らかにな

った。また、大宰相による点検の記録、作成理由への言及などがみられることから、勅令正本と

比較検討することで、これらの文書群の機能はもちろん、勅令の作成過程も明らかになろう。 以

上の報告を踏まえて、髙松氏の指導のもと 18 世紀のミュヒンメ・デフテリの講読がなされ、そ

の後の討議ではミュヒンメ・デフテリの日付、製本状態などについて議論がなされた。 

 2日目は、前半は齋藤久美子氏の指導のもと 16-17世紀の非ムスリムに関わるミュヒンメ・デ

フテリの叙述の講読が、後半は髙松洋一氏の指導のもと 18-19 世紀の勅令草稿の講読がなされ

た。そして総合討論では、書記官長の役割、勅令の送付方法、文書作成保管部局の役割などにつ

いて活発な討議が行われた。 

 髙松氏のように、16世紀から 20世紀までのミュヒンメ・デフテリを通事的に検討分析すると

ともに、勅令の作成に関連する文書類を網羅的に検討した研究者は、世界でも希有であり、貴重

な研究成果を開陳していただき、大変刺激になった。また参加者全てが髙松、齋藤両氏の講読そ

して討議に積極的に参加されており、今回のセミナーが、オスマン帝国史研究のみならず、他の

分野の参加者にとっても興味深く、有益なものであったことがうかがえた。今後もこのセミナー

が続くことを切に望むものである。 


